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C/ が OLC トラン シー バー を お 買上 げ い た だ さま し 
C あ りか が る つ ご ざい ます 

本 機 の 機能 を 充分 に 発揮 させ て 効果 的 に ご 使用 いた 
だ く た め 、 こ の 取扱 説明 書 を ご 使用 前 に 最後 まで お 
読み 下さ い 。 ま た この 取扱 説明 書 は 必ず 保存 下さ い 。 
ご 使用 中 の 不明 な 点 や 不具 合 が 生じ た 時 お 役に立ち 
ます 。 
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この 取扱 説明 書 は 、 け J-166GX、 け DJ- 160GX、D り -468SXX、 
DJ-460B ら X を いっ し ょ に 説明 し て いま す 。 

イラ スト は 、DJ-466GX を 主 に し て いま す が 、 人 外形 お 
よび キー、 ツ マミ の 探 作 は 同じ で す 。 


] ご 使用 の 前 に 


1-1 注意 


lr 唱 相 在 華 敵 すす 命 和 に 


秒 ず お 読 厨 くだ さい 
還 ゴ マー ユ 琶 すし て 一 可 に 手 呈 瞳 れ 芝 し ! で 下記 し し 
は | htOLCSE ニ II も Paliile の すす 9 電 は jiF 
午 状 賠 ロ コ ロ デー ュー イオ 理夫 全 に 所 コロ エ 貞 屋上 し は 
大 間 . 巴 村 ほ ご こ 如 加 子 い 環 打 は 面 語 て ご て 礎 二 下記 


コマ ー テ ケー ゴゴ ILE[ 
FT て - 二 虹 匠 FTFILE- に 生ま 生 右 硬い いき さ も い に 
イーE 世 者 自 に 上 L 選 - 遍 . 
"イエ 中 中 闘い 本 蜂 二 同上 TK 1E. 
する 本 語 い 罰 枯 に 千 E ロ 店 は 写 
志和 本 し! 千 き きす 


きい ル コ ド 可 下 て で に 后 、 鞭 放 重則 用 画 証 寺本 尊 局 均 打 
て Li ほす これ ら が 押 旧 同上 届 后 で 音 再 吉 黄 出す 高 と 
ママ ュ 挿 旦 計 芝 較 洒 清 寺 中澤 早 じ て いい 亡 車 、 世 和 お 中 量 
店 隊 画 足 古 ご すこ と 大 岳 可 本 すず 麗 証 橋 動 運 理 凸 隅 に 。 
生ま 再 ま 韻 し 

特 上 湊 加 よき 志 順 所 で 本 十 用 晶 画 弄 ど て 生 守 利 本 中 
| 


朴 型 栖 円 、 管理 煎 地内 新 畔 台 両 店 . 芽 胡 屋 出頭 


財 蘭 訂 四 幅 間 再 要 息 ど 。 


ン 付属 品 に つい て 


① バ ッ テ リ ー ケ ー ス 
アンテナ 

③ ハ ンド スト ラッ プ 

@ 取扱 説明 書 

@ 保証 書 

@ 操作 カー ド 
JJ-160GX 及 び け DU-462 ご X 


に は ベル トク リッ プ が 付属 さ ロ J-466BX ロコ -I6SX 
れ て いま す . DJ-4603GX DJ-I60 


ERR2SSSSYREE5EeEE2Sg3 に 15 


バッテリー ケー ス の 取り 付け 本 体 の 満 に バッ テリ ー ケ ー ス の フッ ク を あわ せ て 右 に ス 
ライ ド さ せま す 。 


け ) 


@ 
の レー / 
ダク 
電池 の セッ ティ ング バッ テリ ー ケ ー ス の つめ を 引き 上 げ て 左右 に 開き ます 。 


市 販 の 里 三 型 乾電池 を 5 本 入れ ます 。 
長 時 間 運 用 の た め に は 、 ア ルカ リ 乾 電池 の ご 使用 を お す 
すめ し ます 。 


つづ 各部 の 名 称 と 機能 


3-| 上 和 面 操作 部 


⑩⑳ ア ン テ ナ コネ クタ ー 


の 電源 /V ツ UL ツマ ミ 


⑥5QL (スケ ル チ ) 


の UP/DOWN キ ー 


⑥ ら S じ 端子 


⑬ ダ イヤ ルツ マミ 


9L CD 表示 部 


ツマ ミ 


付属 の アン テ ナ を 接続 する た め の コ ネクター で す 。 
BN コネ クタ ー を 使用 すれ ば 、 外 部 アン テ ナ を 接続 で き 
ます 。 


電源 の UN/UFF お よび 音量 調整 の ツマ ミ で す 。 

右 に 回 わす と 電 源 が 入り 、 さ ら に 回 わす こと 受信 音 が 大 き 
く な り ま す 。 

無 信号 時 の “ザー” と いう 雑音 を 消去 する ツマ ミ で す 。 
右 に 回 わす と 、“ ザ ー” と いう 音 が 消え を に 回 わす と “ ザ 
ー” と いう 音 が し ます 。 


周波 数 、 メ モリ ーNO. を UP ピ す る キー で す 。 
ーー ほ キー を 押し な が ら 押 す と D け OWN し ます 。 


当社 オプ ショ ン の スピ ー カ プラ グ 接 続 端子 で す 。 


運用 周波 数 の 設定 お よび メモ リー チャ ン ネ ル の 切換 え を 
各 な いま す 。 


各 栖 機 能 の 動作 を 表示 し ます 。 


9-C 前 後面 、 側 面 操作 部 


PT「T「 キ ー (@ ヵ 所) 


⑳ バ ッ テ リ ー リ リー ス ノ ブ 


スピ ー カ ー 


マイ クロ ホン 


キー ボー ド 


この キー と 、 他 の キー を 組み 合わ せ て 使用 する こと に よ 
り 、 い ろ い ろ な 機能 を 呼び 出す こと が で きま す 。 


送信 こ 受 信 を 切り 換え る スイ ッ チ で す 。 
この キー を 押し て いる 間 は 送信 状態 こ な り ます 。 


電池 の 交換 な ご 、 バ ッ テ リ ー ケ ー ス を 取り 外す 時 に 使用 
し ます 。 ご この ノブ を 上 側 に 押し な が ら バ パ バッテリー ケー ス 
を に スラ イド させ る と 取り 外せ ます 。 


薄型 スピ ビー カー が 内 蔵 さ れ て いま す 。 
ョ ンチ テン サー マイ クジ ガリ 内 き ざれ で ます 


この キー ボー ド に より 、 各 種 動 作 を 行い ます 。 
⑧SQL DFF キ ー 
この キー を 押し て いる 問 だ け 、 紀 QL ツ マミ の 位置 に か 
か わら ず 、SQL ツ マミ を 左 に 回 し 切っ た 時 と 同じ 動作 
臣 ます 。 
⑧LAMP キ ー 
| 回 押す と 、 約 5 秒間 点灯 し ます 。 
こつ つう キー を 押し な が ら 押 す と 、 常 灯 に な り ま す 。 


@⑯DC IN |3.8V の 外部 電源 接続 端子 で す 。 
当社 オプ ショ ン シ ガ ライ ター ケー ブル (ED-13、 又は 
ED ロロ -16 又 は ED 〇 -85) を 必ず 使用 し て 下さ い 。 
シ ガ ラ イ ター ケー ブル は 、 使 用 する 電源 の ノイ ズ の 大 小 
に よっ て 選択 し て 下さ い 。 


⑯MIOC 端 子 当 神 オジ ショ ン イヤ ホシ マイ ク (ME -4、 プチ 型 え ピ 
ー カ マイ ク (EMS-)、 ヘ ッ ド セッ ト (EME-10) の 各 
マイ ク プ ラグ 接続 端子 で す 。 

⑯H/L ス イッ チ 送信 出力 の 切り 換え スイ ッ チ で す 。 

年 よる と バイ バリ ワー に な り 、 右 に ずる と 回 一 パリ ワー に 
な り ま す 。 


3-3 LCD 表 示 部 


7 ロロ 7 


g たり (4 治 


① TMS 表示 消灯 時 ビジ ー ス キャ ン 、 点 灯 時 タイ マー スキ ャ ン を 表 わ 
し ます 。 

⑤P 表 示 プロ グラ ム ス キ ャ ン 動 作 中 点灯 し ます 。 

③PHI 表 示 プラ イオ リティ 動作 中 点灯 し ます 。 

⑨③DS 品 運用 表示 | ら Q 運 用 状態 を 表示 し ます 。 

⑤B ら 表示 バッ テリ ー セ ー ブ 動 作 中 点灯 し ます 。 

PTT .L 表 示 PT「 キ ー ロ ッ ク 状 態 を 表わし ます 。 

⑦ ス キッ プ 表 示 メモ リー スキ ャ ン 動 作 中 に 、 ス キッ プ さ れる メモ リー で 


ある 事 を 表わし ます 。 


⑧ メ モリ ー//FO 表 示 


メモ リー NO. 表 示 
⑩ ら /HF 表 示 
⑪APO 表 示 
⑱T . ら 表示 
⑬ENC 表 示 

⑭ シ フト 方 向 表 示 


周波 数 デシ マル ポイ ント 表 示 


⑯KL 表示 
⑰FL 表 示 


トー ン 周 波数 デシ マル ボ ポイ ント 
表示 


⑱DIAL 表示 


@⑩G/ ロ ビ メ ー タ ー 表 示 


@⑥DUL 表示 


⑱ 周 波数 表示 


メモ リー モー ド 時 「M」 VF リ モー ド 時 'V」 を 表示 し ま 
す 。 


メモ リーINNO . を 表示 し ます 。 

スケ ル チ が 開い て いる 時 に 点灯 し ます 。 

オー ト パ ワ ー オ ノ フ 設定 中 に 点灯 し ます 。 

トー ンス ケル チ 設 定 中 に 点灯 し ます 。 

トー ン エ ンコ ー ダ 設定 中 に 点灯 し ます 。 

送信 シフ ト 方 向 を 設定 時 、「 十 」 か 「 一 」 を 表示 し ます 。 
送受 信 周 波数 、 オ フ セ ッ ト 周 波数 を 表示 し て いる 時 の MHZ 
デジ マル ポイ ント で す 。 

スキ ャ ン 中 点滅 し ます 。 

キー ロッ ク 状 態 を 表わし ます 。 

周波 数 ロッ ク 状 態 を 表わし ます 。 


トー ン 周 波数 を 表示 し て いる 時 の HZ デ シマ ルポ イント で 
す 。 


DIAL NU. が メモ リー され て いる ここ と を 表わし ます 。 


受信 時 は 、 信 号 の 強 さ を 示す ご メー ター と し て 、 送 信 時 は 、 
送信 出力 の 強 さ を 示す H ロ 上 メー ター こと し て 働き ます 。 


表示 周波 数 が UNLOCK の 時 に 点灯 し ます 。 
送受 信 周 波数 、 オ フ セ ッ ト 周 波数 、 ト ー ン 周波 数 、 チ ャ 


ン ネ ルス テッ プ 、DSQ コ ー ド 、DIAL NO. を 表示 し ま 
す 。 
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3-4 キー 操作 一 覧 
操作 キー ファ ンク ショ ン キ ー を 押さ な い 時 | ファ ンク ショ ン キ ー を 押し な が ら の 時 


え 周波 数 と メモ リーNO. の 切り 殖 え 
PR MS FS 
SQL OFF BS バッ テリ ー セ ー ブ プ 動 作 DN/OFF 
LAwP 


メモ リーNO.UP 動 作 メモ リーhNO.D0WNN 動 作 
(メモ リー モー ド 時 メモ リー スキ ャ ン ) | (メモ リー モー ド 時 メモ リー スキ ャ ン ) 


ss 
(100KkHz ス キャ ン ) (100kHzZ ス キャ ン ) 

6 OFF SET オフ セッ ト 周 波数 の 設定 

gev 


メモ リー、 じ ALL の 周波 数 ロッ ク 動 作 


= メモ リー スキ ャ ン 時 の スキ ッ プ 勤 作 の 
5 M.SKIP 数 字 5 の 入力 JN/0FF 
5 ご 1 ヒロ 婦 字 D の 入力 チャ ン ネ ルス テッ プ 周 波数 の 設定 
7 日 ビビ ロ 数 字 / の 入力 ビー プ 音 の ON/ ロ FF 


まれ に ビジ ー ス キャ ン と タイ マー スキ ャ ン の 
9 APO 外字 9 の 入力 オー ト パ ワ ー オ フフ 動作 の UN/ ロ FF 


AEY 数 字 0 の 入力 (K し 、 し 動作 中 は アラ ー _ 
[glPpsg ム 斉 の スト ッ プ ) DBSQ の モー ド 設 


チャ ン ネル ステ ッ プ DOWN 和 人 DD の コー ド 設 定 
ALL 周波 数 の 呼び 出し DIAL NO. の 設定 
| pe 


ー 《b 
に 


に 
に 


ト 


エエ.」 | 数 字 キ ー に よる 周波 数 設定 の 解除 動作 | 送信 打上 動作 の ON/OFF 


還 ー 、 トー ン エ ンコ ー ダ ー/ ト ー ン スケ ル チ 動 
DIAL CH ENC7TSO UiAL NO. の 表示 動作 作 設定 


ai ーー ト タイ ァ ラー 


ダイ ヤル 人 7DOUWN | 回 波数 IMHz の UP/DOWN 動 作 


ポリ ュー ムツ マミ 唱 源 IN/OFF リセ ッ ト 動 作 


4-| 周波 数 の 設定 の 仕方 


(1) に よる 方法 


UP/DOWN キ ー に よる 方 法 
0 ジル スプ 


100kHz ス テッ プ 


1]MHz ス テッ プ 


3 キー ボー ド に よる 方 法 


(設定 例 ) ドッ ' | 


人 通用 方 法 (基本 編 


出荷 時 及び リセ ッ ト 後 チャ ン ネ ルス テッ プ は 10KHzZ に 設 
定 さ れ て いま す 。 


① 右 に 回 わす と チャ ン ネ ルス テッ プ 分 U り ピ し ます 。 

⑧ 左 に 回 わす と チャ ン ネ ルス テッ プ 分 OWN し ます 。 

③ PS キー を 押し な が ら 回 す と 、1MHZ ス テッ プ で 
UP/DOWN し ます 。 


① 前 面 操作 部 の に - 攻 キー で チャ ン ネ ルス テッ プ 分 UP し 
表 び 。 

ら 前 面 操 作 部 の ー つ コ キー で チャ ン ネ ルス テッ プ 分 DOWN 
し ます 。 

①LOD パ ネル の 前 の 右端 [し 」 絡 キ ー で 100kHZ UP し ま 
紀 

⑧⑤ 5 キー を 押し な が ら 、 し ] 放 キー を 押す と 100kHZ 
DOWN し ます 。 

①LCD パ ネル の 前 の 中 央 し ]%。 キ ー で 1MHZ UP し ま 
本 8 

@⑥ PP キー を 押し な が らし hc キー を 押す と 1MHZ 
DOWN し ます 。 

注意 

UP/DOWN キ ー を 押し つづ ける と リピ ー ト に な り ま す 。 
リピ ー ト 開始 後 9 秒 以内 に 手 を 柄 す と 、 ス キャ ン が 始ま り 

ます 。 ス キャ ン に つい て は 、『4-7 ス キャ ン の 運用 万 法 」 を 

参照 し て 下さ い 、。 

(1A 如 と も に 、 50UkHZ、 MHZ 通過 時 に ビー プ 音 が 鳴り 

ます 。 


数 字 キ ー ビー ー 一 - コ を 用 いて 周波 数 を 設定 し ます 。 
(DJ-166BX、 ロ J-150SX) 144.00U 一 145.995MHz 
(DJ-452GX、 ロ J-460GX〉 430.0UU-ー439.995MHz 
上 記 、 周 波数 男 囲 内 こ な る 様 に 設定 し て 下さ い 。 


①100MHZ 台 を 入力 し ます 。 
⑤1]0MHZz 台 を 入力 し ます 。 


③]MHz 台 を 入力 し ます 。 
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入力 途中 に 入力 を 
キャ ン セ ル す る 


4- 受信 の 仕 亡 


4-d 送信 の 仕 亡 


(1 送信 の 手順 


己 送 信 出 力 の 切り 換え 廊 


③④100kHz 台 を 入力 し ます 。 


⑤I0kHZ 台 を 入力 し ます 。 
この 時 、 ピ ー 音 が 鳴り 、 設 定 が 完了 し ます 。 


チャ ン ネ ルス テッ プ に よっ て は 、1kHZ 台 の 入力 が 必要 な 
も の 、IDkHZ 台 で 入力 を 受け 付け な いも の が あり ます 。 
(『5-p チ ャ ン ネ ルス テッ プ の 設定 』) 

[一 > キー を 押す と 、 元 の 周波 数 が 表示 され ます 。 
こつ キー を 押し て も キャ ン セ ル で きま す 。 


電源 ON と 音量 調整 
| VOL | ツマ ミ を 右 に 回 し て 電源 を 入れ ます 。 音 量 は 、 
右 方 向 に 回 し て いく と 大 きく な り ま す 。 適当 な 音量 に 
セッ ト し ます 。 
⑧ ス ケル チ の 調整 
| SQL | ツマ ミ を ゆっ くり と 右 に 回 し て 行き 、" ザ ー" 
と いう 雑音 が 消え る 位置 に セッ ト し ます 。 
③ 周 波数 の 設定 を し ます 。 
『4- | 周波 数 の 設定 の 仕方 」 を 参照 し て 下さ い 。 
セッ ト し た 周波 数 で 信号 を 受信 する と 「/ ロ F」 が 点灯 
し スピ ー カ ー よ り 相 手 局 の 音声 が 聞こ えて きま す 。 


① 周 波数 の 設定 を し ます 。 
『/- | 周波 数 の 設定 の 仕方 」 を 参照 し て 下さ い 。 

@⑥ ご キー を 押し 送信 状態 に し ます 。 

③ FT キー を 押し な か がら 本 体 前 面部 に 向っ て 普通 の 大 
き さ の 声 で 話し て 下さ い 。 

② ご キー を 離す こと に よっ て 送信 終了 と な り 、 受 信 
状態 に 戻り ます 。 


本 体 胃 面 の スイ ッ チ を 、 


左 に セッ ト す る と HIGH パ ワー 出力 に な り ま す 。 


右 に セッ ト す る と LU0W パ ワー 出力 に な り ま す 。 


4-4 VF ロ モー ド / VFO モ ー ド と は 、] つ の VFO 周 波数 で な り 、 周 渡 数 
各 機 能 が 設定 で き 、 そ の 状態 を 維持 / 運 用 する モー ド で す 。 


入所 りー 和正 ド 
メモ リー モー ド と は 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル 0--19 を 呼び 出 
メモ リー モー ド し 、 運 用 する モー ド で す 。 
7 たよ が ①VFD モ ー ド で ““ 〇 キー を 押す と 、 メ モリ ー モ ー ド に 
な り ま す 。「M」 が 点滅 か 点灯 し ます 。 
WE 回 現 ボ 了 
メモ リー モー ド で 〇 キー を 押す と 、 ソ FOO モー ド に 
イイ 7 な り ま す 。「V」 が 点灯 し ます 。 


③DALL モ ー ド で ” 〇 キー を 押す と 、 元 の VF 上 か メ 
モリ ー の モー ド に 戻り ます 。 


4-5 CALL チ ャ ン ネ ル の 運用 方法 


(1)CALL チ ャ ン ネ ル の ① ビー。 キー を 押す と ALL チ ャ ン ネ ル が 呼び 出さ れ 、 
呼び 出し 方 メモ リー ナン バー の 表示 が 「 ロ 点灯 に 変わ り ま す 。 
ェ リ ゴゴ リロ @ 再 度 必 司 。 キ ー を 押す か 、 “ 〇 キー を 押す と 、 元 の 

VFD ま た は メモ リー モー ド に 戻り ます 。 

(CALL チ ャ ン ネ ル の 出荷 時 及び リセ ッ ト 後 、 じ ALL チ ャ ン ネ ル に は 、 下記 周 

周波 数 の 書き 換え 方 波数 が 設定 され て いま す 。 


(DJ-16PSX、DU-160SX》 145.00MHZz 
(DJ-46PSX、DJ-460GX)》 433.00MHZz 


と どけ 剛 ① 思 当 。 キ ー で DALL チ ャ ン ネ ル を 呼び 出し ます 。 
Le3309 | RS キー を 押し ます 。 ピー 
( 間 が 論 り 「 ロ 」 点 灯 が 点滅 に 変わ り ま す 。 
ky ゴイ 38 | 周波 数 の 設定 を 行ない ます 。 
3 
cd | 再度 PHG キー を 押し な が ら ヒー コ キー を 押し ます 。 


了 で す 。 


ピー 音 が 只 り 「 〇 」 点 滅 が 点灯 に 変わ り 、 書 込み 完 
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4-5 メモ リー の 運用 万 法 


1) メモ リー チャ ン ネ ル の 
呼び 出し 方 


メモ リー チャ ン ネ ル 周 波数 の 
書込み 廊 


PdM7g | 
477 | 


(3VFO 周 波数 の メモ リー 
チャ ン ネ ル へ の 書 寺 込み 方 


本 機 の メモ リー チャ ン ネ ル は 、 呈 19 の 0 チャ ン ネ ル あ り 
ます 。 
出荷 時 及び リセ ッ ト 後 、 全 メモ リー チャ ン ネ ル に 下記 周 
波数 が 設定 され て いま す 。 
(DJ-162SX、 口 J-160SX) 145.00MHz 
DJ-4688X、DJ- 4608X) 433.00MHz 


① “ 〇 キー で メモ リー モー ド に し ます 。 「V」 の 点灯 が 
「M」 の 点滅 か 点灯 に 変わ り ます 。 

⑤「 ダイ ヤル | を 回 す と 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル が 切り 換 わ 
り ま す 。 

⑨ [キー を 押す と 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル が U ビ 方 向 に 
切り 換わり ます 。 _ 

② キー を 押し な が ら [し] 々 キー を 押す と 、 メ モリ 
ー チ ャ ン ネ ル が DOWN 方 向 に 切り 換わり ます 。 
注意 

[し] キー を 押し つづ ける と リピ ー ト に な り ま す 。 

リピ ビー ト 開 始 後 3 秒 以内 に 手 を 廊 す と スキ ャ ン が 始ま り ま 
す 。 ス キャ ン に つい て は 、:4-7 ス キャ ン の 運用 方 法 : を 
参照 し て 下さ い 。 


MM 


① ” 〇 キー で メモ リー モー ド に し ます 。 

⑧| ダイ ヤル | 、 [し] キー を 使っ て 希望 の メモ リー チャ 
ン ネ ル を セッ ト し ます 。「M」 が 点 減 し て いる 時 に は 
次 の 操作 は ゆか ら で す 。 

③ どー キー を 押し な が ら (一 コ キー を 押し ます 。 ピ ー 
音 が 只 り 、「M」 点 灯 が 点滅 に 変わ り ま す 。 

② 周 波数 の 設定 を 行ない ます 。 

⑤ PHS キー を 押し な が ら ー コ キー を 押し ます 。 ピ ー 
音 が 喝 り 、「M」 点滅 が 点灯 に 変わ り 、 書き 込み 完了 で 
す 。 


① ” 〇 キー で VFO モ ー ド に し ます 。 
「M」 の 点滅 か 点灯 が 「V」 の 点 灯 に 変わ り ま す 。 

ぢ 周波 数 の 設定 を 行ない ます 。 

⑨③ [キー を 使っ て 希望 の メモ リー チャ ン ネ ル を セッ 
ト し ます 。 . 

② と 向 キー を 押し な が ら (一 コ キー を 押し ます 。 ピ ー 
音 が 鳴り 、 如 き 込み 完了 で す 。 


4-7 スキ ャ ン の 運用 廊 法 


1 バン ドス キャ ン 操 作 


チャ ン ネ ルス テッ プ 
U 器 方 向 ス キャ ン 


I0kHz UP 方 向 スキ ャ ン 
V ココ ロロ 
MY 


ココ ゴル (4 


DOUWN 万 向 ス キャ ン 


IUUKHZ ス テッ プ 


UP 亡 向 ス キャ ン 


けり WIN 亡 向 ス キャ ン 


IMHzZ ス テッ プ 


UP 方 向 ス キャ ン 


DOUWN 亡 向 ス キャ ン 


バン ド 内 を スキ ャ ン し ます 。 

チャ ン ネ ルス テッ プ 、100kKHz、1IMHz の ステ ッ プ 単位 で 
変化 で きま す 。 
50UKHz、IMHZz を 通過 時 、 ビ ー プ 音 が 鳴り ます 。 


① 毛 才 キー を 押し ます 。 

⑧ リ ピー ト が 始ま っ て 9 秒 以内 に キー を 兄 し ます 。( そ れ 
以上 押し て いる と 、 スキ ャ ン は 始ま り ま せん 。) デシ マ 
ルポ イン ト が 点滅 し 、 ス キャ ン が 始ま り ま す 。 

③ ス キャ ン 中 に 信号 を 受信 する と 、 そ の 周波 数 で スキ ャ 
ン が 停止 し ます 。 

② ス キャ ン 停止 時 、 次 の 周波 数 へ 進め る に は 、 
を 右 方 向 へ ] ク リッ ク 回 し ます 。 
左 方 向 へ 回 す と 、DDWN 方 向 の スキ ャ ン に 変わ り ま す 。 

⑤ 再 度 本 攻 キー を 押す と 、 ス キャ ン は 解除 され ます 。 
その 他 の UP/DOWN キ ー、“" 〇 O 、 ご ご つつ キー で も 
解除 で きま す 。 


一 キー に より 動作 し ます 。 
操作 方 法 は 、@⑧@-ー⑤ と 同様 で す 。 


「 コ 放 キ ー に より 動作 し ます 。 
操作 方 法 は 、 ら ーー⑤ と 同様 で す 。 


PRS キー を 押し な が から] 巡 キー を 押す こと で 動作 し 
ます 。 控 作 方 法 は 、 ら ー⑤ と 同様 で す 。 


し] 放 。 キ ー に より 動作 し ます 。 
操作 方 法 は 、 ら ーー⑤ と 同様 で す 。 


NG キー を 押し な が ら [ jr。 キ ー を 押す こと で 動作 し 
ます 。 操作 方 法 は 、⑤ー⑤ と 同様 で す 。 
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品 メ モリ ー ス キャ ン 操 作 
メモ リー リロ 方 向 ス キャ ン 


V/M 


(D: くつ キー に より 、 モリ ー モ キー ド に し まず 。 

@ [キー を 押し ます 。 リ ビート が 始ま っ て 3 秒 以内 に 、 
キー を 離し ます 。 
(それ 以上 押し て いる と スキ ャ ン は 始ま り ま せん 。) 
デシ マル ポイ ント が 点滅 し 、 ス キャ ン が 始ま り ま す 。 

⑨③ ス キャ ン 中 に 信号 を 受信 する と 、 そ の メモ リー チャ ン 
ネル で スキ ャ ン が 停止 し ます 。 

② ス キャ ン 停 止 時 、 次 の チャ ン ネ ル へ 進め る に は 、 
を 右 へ 1 クリ ッ ク 回 し ます 。 
方 向 へ 回 す と 、DOWN 方 向 の スキ ャ ン に 変わ り ま す 。 

⑤ 再 度 [「]* キー を 押す と スキ ャ ン は 解除 され ます 。 
その 他 の UP/DOWN キ ー、“ 〇 キー、 どっ キー 
で も 解除 で きま す 。 


① “ 〇 キー に より 、 メ モリ ー モ ー ド に し ます 。 

@⑥ | ダイ ヤル | 、 キー を 使っ て スキ ャ ン に 不要 な メ 
モリ ー チ ャ ン ネ ル を 呼び 出し ます 。 

⑧ 中 PS キー を 押し な が ら 呈 コ キー を 押し ます 。「M」 
の 表示 の 上 に つい た 「 ヤ 」 が 、 ス キッ プ す る メモ リー 
チャ ン ネ ル で ある こと を 示し ます 。 
同 操作 で 解除 で きま す 。 

メモ リー スキ ャ ン 時 、 ス キッ プ 指 定 さ れ た メモ リー チャ 

ン ネ ル は 、 無 視 され ます 。 


オー トレ ビー タ セ ッ ト 


ピ 。 こ すう 
"4 ロ 49 


V コレ リ リル 7 
"ゴロ 1 


1 下 』 WE WI 
ENC 一 


4-B レビ ー タ の 運用 に 
つい て 
(DJ-59BX、DJ-4605X) 


レビ ー タ と は 、 遠 く 離 れ た 局 ど うし の 交信 を 可能 に する 
自動 無線 中 継 局 で す 。 

受信 と 送信 の 周波 数 が 5MHZz 離 れ て いま す 。 また 、 信 号 
に 88.5HZ の トー ン が 付加 され て いる 場合 に 動作 し ます 。 


周波 数 表示 が 439MHz 台 に な る こと 、 目 動 的 に 5MHz シ 
フト 、8B.5HZ ト ー ン が 設定 され ます 。 
(オフ セッ ト 周 波数 、 ト ー ン 周波 数 こも に 初期 値 で す 。) 


① 希 望 する レビ ー タ の 周波 数 を 選択 し ます 。 

⑤⑧「ENO」「 一 」 表 示 の 確認 を し ます 。 

⑨ 他 局 が レビ ー タ を 使用 し て いな いこ と を 確認 し て か ら 、 
こつ キー を 押し て 約 2 秒間 送信 し ます 。 
電波 が レビ ー タ 局 に 届け ば 、 レ ビー タ 装 置 が 動作 し て 、 
レビ ピー タ 局 の コー ル サ イ ン を 示す モー ルス 信号 また は 
音声 に よる | 信号 が 聞こ えま す 。 

⑤ 自 局 の 電波 で レビ ー タ 局 が 作動 し て いる 事 を 確認 の 上 、 
通常 の 交信 を 行なっ て 下さ い 。 
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〇 運用 方 法 (機能 編 ) 


5-| M 点 滅 と M 点 灯 
点滅 と 〇 点灯 
に つい て 


点灯 モー ド 
メモ リー モー ド 


AM 
' リ ゴゴ ロロ 


CALL モ ー ド 


ュ コ ロロ 
と ゴゴ コロ リロ 


点滅 モー ド 
AS 短 選 に 


hf , ココ ロロ 
"サオ コロ ロ 
CALL モー ド 


イコ ロロ 
ゴゴ コロ ロ 


1 
ど 
レキ 


メモ リー 内 容 


メモ リー 間 の デー タコ ビー 
に つい て 


メモ リー モー ド 、 じ ALL モ ー ド に それぞれ 記 泊 モ ー ド 
と 点 モ ー ド が あり ます 。 


表示 周波 数 が 、X モ リー チャ ン ネ ル ( 〇 ALL チ ャ ン ネ ル ) 
に 書き 込ま れ て いて 、 か つ 、 そ の 周波 数 の 変更 が 不可 能 
な (ロッ ク さ れ て いる ) 状態 を 示し ます 。 ご こつ キー を 
押し な が ら 二 コ キー を 押す 操作 で 、 点 減 モ ー ド に か わ 
9 まま 。 


メモ リー チャ ン ネ ル (DALL チ ャ ン ネ ル ) に 書き 込ま れ 
て いる 周波 数 を 、 一 時 変更 で きる モー ド で す 。 

点滅 モー ド で は 、VFO 同 様 に バン ドス キャ ン 動 作 が で き 
ます 。 

ー 時 変更 後に メモ リー チャ ン ネ ル の 変更 を し た り 、 モ ー 
ド を 変え た りす る と 、 元 の 内 容 に 戻り ます 。 

5 キー を 押し な が ら ニー コ キー を 押す 操作 で 、 変 更 
し た 周波 数 を 書き 込む 事 が で きま す 。 こ の 時 、 点 灯 モ ー 
ド に か わり ます 。 


モモ りー(65O 近 8 及び (AI し チャ ク ネ 人 ルル に 居 、 ie 
の 内 容 を メモ リー する こと が で きま す 。 
① 周 波 
シフ ト 方 向 一 、 二 
③ ト ー ン 設定 ENO/T8Q 
③④③DS 口 設定 
⑤ ト ー ン 周波 数 
オフ セッ ト 周 波数 (メモ リーH15-19、ODALL 
ロ H) 


メモ リー モー ド で 、 ご つつ キー を 押し な が ら | ダイ ヤル | 
を 回 す と 、 メモ リーNO. の み 変 化し 、 表 示 周 波数 等 は 変 
化し ませ ん 。 

この 時 、 ニコ キー を 押す と 、 表 示 の メモ リーNO. に 表 
示 周 波数 等 を コピ ー す る こと が で きま す 。 


5-C チャ ン ネ ルス テッ プ の 設定 


(1 股 定 の 仕方 ① と ち キー を 押し な が ら ヒコ キー を 押し ます 。 


以下 NG キー は 離さ な いで 下さ い 。 

② ーー キー を 続け て 押す と 、 下 記 の 様 に チャ ン ネ ルス 
テッ プ が 切り 換わり ます 。 希望 の ステ ッ プ に セッ ト し 
て 下さ い 。 


10KHz IP.5kHZ UKHz okHZ 9kHZ 


③ 毛 才 キー で UF ビ 方向 に 切り 換わり ます 。 

② 亡 才 キ ー で 、DOWN 方 向 に 切り 換わり ます 。 

[| ダイ ヤル | で 右 に 回 す と り 亡 向 、 左 に 回 す と DOWN 
方 向 に 切り 換わり ます 。 

⑥ と キー を 離す と 、 設 定 モ ー ド が 解除 され ます 。 


避 チ ャ ン ネ ルス テッ プ の 運用 | ダイ ヤル | 、 毛 才 、 乙 革 に よる 周波 数 変更 や 、 ス キ 
ャ ン は 設定 され た ステ ッ プ で 行なわ れ ま す 。 
キー ボー ド に よる 周波 数 設定 に お いて も 同様 で す 。 
以下 IDUkHz ス テッ プ 以 外 の 場合 を 説明 し ます 。 


キー ボー ド に よる 5KHz IkHz 台 まで 入力 が 必要 で す 。IKHzZ 台 は 、 
周波 数 設定 ーー コ 、 ヒコ の み 有 効 で す 。 

]8.5kHz IDkHz 台 で 入力 を 完了 し ます 。10kHz 台 の 
ェ ー コ 、 ヒ エー コ の 入力 は 無効 で す 。 

80kHz I0kHz 台 で 入力 を 完了 し ます 。10kHZ 台 は 、 
6 の 倍数 の み 有 効 で す 。 

85kHZ 10kHzZ 台 で 入力 を 完了 し ます 。1OkHz 台 は 、 
ーー コ 、 ビ っ コ 、 ビ に ーー 、 エコ の み 有 効 
で す 。 
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5-3 スキ ャ ン 機 能 の 運用 方 法 


(1]) ス キャ ン 方 式 に つい て 


ビジ ー ス キャ ン 廊 式 


タイ マー スキ ャ ン 方 戒 


人 スキャ ン 方 式 の 切り 換え 廊 
タイ マー スキ ャ ン 


③ バ ンド スキ ャ ン 動 作 


信号 を 受信 し て いる 間 、 ス キャ ン 動 作 が 止ま り ま す 。 
信号 が ? 秒 間 な く な る と 、 再 び ス キャ ン 動 作 を 開始 し ます 。 
(出荷 時 及び リセ ッ ト 後 は 、 ビ ジー スキ ャ ン 方 式 に 設定 さ 
宛 で 0 ます) 


信号 を 受信 する と 、 ス キャ ン 動 作 が 止ま り ま す 。 

信号 を 受信 し て いて も 、5 秒 経過 する こと 再 び ス キャ ン 動 作 
を 開始 し ます 。 

また 、 信 号 が な く な る と 、 ス キャ ン 動 作 を 再開 し ます 。 


① MS キー を 押し な が ら ニー コ キー を 押し ます 。 
LO 表示 部 に 「TMS」 と 点灯 され 、 以降 の スキ ャ ン 
は 、 タ イマ ー ス キャ ン 方 式 に な り ま す 。 

@ 再 度 、 呈 MS キー を 押し な が ら (ー コ キー を 押し ます 。 
LO 表示 部 の 「TMS」 が 消え 、 以 降 の スキ ャ ン は 、 
ビジ ー ス キャ ン 万 式 に な り ま す 。 


スキ ャ ン 方 式 の 切り 換え は 、 ス キャ ン 動 作 中 も 可能 で す 。 


各 UP/DOWN キ ー に より チャ ン ネ ルス テッ プ 、100kH2Z.、 
IMHz の 単位 で 変化 させ る 事 が で きま す 。 

バン ド 内 を 全て スキ ャ ン し ます 。 

操作 は "基礎 編 4-/ ス キャ ン の 運用 万 法 』 を 参照 し て 下さ 
い 。 


プロ グラ ム ス キ ャ ン 動 作 


ヒジ ー プ ログ ラム スキ ャ ン 


タイ マー プロ クラ ム ス キ ャ ン 


5 メモ リー スキ ャ ン 動 作 


⑥′ ス キャ ン 動 作 中 の 操作 
スキ ャ ン 方 向 を 切り 換え る 
次 チャ ン ネ ル へ 移る 


スキ ャ ン 動 作 を 解除 する 


タイ マー スキ ャ ン / ビ ジー 
スキ ャ ン の 切り 換え を する 


本 機 で は 、 ソ FO 周 波数 と メモ リー チャ ン ネ ル 1! の 周波 数 
の 間 を スキ ャ ン さ せる 事 が で きま す 。 
50UOkHZ、1MHZ 通 過 時 に ビー プ 音 が 鳴り ます 。 


① “ 〇 キー に より 、 メ モリ ー モ ー ド に し ます 。 

メモリー チャ ン ネ ル U に 、 スキ ャ ン の 上 限 か 、 下限 の エ 
ッ ジ 周波 数 を 書き 込み ます 。 

③ “ 〇 キー に より 、VFD モ ー ド に し ます 。 

②VFO 周 波数 に 、 ス キャ ン の 上 限 か 下限 の エッ ジ 周 波数 
を 設定 し ます 。 

6⑤ と mm ら キ ー を 押し な が ら "WO 〇 キー を 押し ます 。LOD 
表示 部 に 「PG,」 が 点灯 し 、 デ シマ ルポ イン ト が 点 減 し 
て VFO 周 波数 と メモ リー0 と の プロ グラ ム ス キ ャ ン が 

この 時 、 両 方 の 周波 数 が 一 致し て いる と 、「P」 は 点灯 

せ ず に デシ マル ポイ ント か が 点 減 し て バン ドス キャ ン を 開 

始 し ます 。 


し キー に より 、 メ モリ ー ス キャ ン を 開始 で きま す 。 

操作 は 、『 基 礎 編 4-7 ス キャ ン の 運用 方 法 』 を 参照 し て 下 
1 

また 、 メモ リー モー ド で ご キー を 押し な が ら " 〇 

キー を 押し て も メモ リー スキ ャ ン を 開始 し ます 。 

この 時 、「PS」 は 点灯 せ ず 、 デ シマ ルポ イン ト は 点滅 し 
ます 。 


ダイ ヤル | を 右 に 回 す と 、U 中 方向 に 、 左 に 回 す と DOWN 
方 向 に | チャンネル 移動 し 、 ス キャ ン 万 向 を 切り 換え る こ 
と が で きま す 。 


し 5 、 ロト ロト 、 と 、 と に の キー を 押す 


WO 、 の キー で も 、 解 除 で きま す 。 


FUNC + = 混 
ーー つつ キー を 押し な が ら (一 コ を 押し ます 。 
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5-4 プラ イオ リティ 機能 の 運用 方 法 


(1]) ツ ル F リ プラ イオ リティ 


9 秒 受信 


5 メモ リー プラ イオ リティ 


P 
| 5 秒 側 


① ” 〇 キー で メモ リー モー ド に し ます 。 

⑥ [| ダイ ヤル | 、 コ 流 キー に よっ て メモ リーNO. を 設 
定 し ます 。 

⑨ "“" 〇 キー で VFO モ ー ド に し 、VF ロ 周波 数 の 設定 
を 行ない ます 。 

② "WO 〇 キー を 押し ます 。 し ビ ロ 表 示 部 に 「PRHI」 が 点 
灯 し ます 。 
VFO 周 波数 5 秒 受信 
メモ リー 周波 数 1 秒 受信 
この 動作 を 繰り 返し ます 。 

⑥ メ モリ ー 側 に 信号 が 入る と ピッ 音 が 鳴り 、3 秒 則 受 信 し 
ます 。 

⑥ 再 度 VFD モ ー ド で "WO 〇 キー を 押す と 、 プ ライ オリ テ 
イ 動作 は 解除 され ます 。 
「P 昌 |」 の 点灯 が 消え ます 。 


① “ 〇 キー で VFD モ ー ド に し 、VFO 周 波数 の 設定 を 
行ない ます 。 

⑤⑧ "“ 〇 キー で メモ リー モー ド に し ます 。 

⑨ [ ダイ ヤル | 、[ キー に よっ て メモ リーNO. の 設 
定 を し ます 。 

⑨② "OO キー を 押し ます 。 し 表示 部 に 「P 昌 |」 が 点 
灯 し ます 。 
メモ リー 周波 数 5 秒 受信 
VFO 周 波数 1 秒 受信 
この 動作 を 繰り 返し ます 。 

⑤VFO 側 に 信号 が 入る と ピッ 音 が 鳴り 、 3 秒間 受信 し ま 
す 。 

⑥ 再 度 メ モリ ー モ ー ド で "W 〇 キー を 押す と 、 プ ライ オ 
リティ 動作 は 解除 され ます 。 
「 ロ |」 の 点灯 が 消え ます 。 


③OALL プ ライ オリ ティ 


5 秒 側 


| 秒 側 


(4 プラ イオ リティ 動作 中 の 操作 


5 秒 受信 側 で の 送信 


1 秒 受信 側 で の 送信 


5 秒 受信 側 の 周波 数 変更 
メモ リーNO 変 更 


プラ イオ リティ 動作 の 解除 


① ” 〇 キー で 、 ツ FD リ モード か メモ リー モー ド に し ます 。 

@ ら 詞 コ 。 キ ー で 、CALL モ ー ド に し ます 。 

③ “ 〇 キー を 押し ます 。 L 〇 ロ 表 示 部 に 「PHI」 が 点 
灯 し ます 。 
CALL 周 波数 5 秒 受信 
VFO 周 波数 (メモ リー 周波 数 ) 1 秒 受 1 
この 動作 を 繰り 返し ます 。 

②④②VFO (メモ リー) 側 に 信号 が 入る と ピッ 音 が 鳴り 、3 
秒間 受信 し ます 。 

@⑤ 再 度 、ODALL モ ー ド で 、"” 〇 キー を 押す と プラ イオ 
リティ は 解除 され ます 。「PHI」 の 点灯 が 消え ます 。 


川 


と T キー を 押す と 表示 周波 数 で 送信 で きま す 。 
CT キー を 記 し て 5 秒 後 に に プラ イオ リティ 動作 が 再開 
し ます 。 


こつ キー を 押す と 表示 周波 数 で 送信 され る と 同時 に 、 
ブラ イオ リティ 動作 が 解除 され ます 。 


を そ 等 ム Y マ 
LT、 
に より 、 変 更 可 能 で す 。 


| ダイ ヤル | 


V/M 


5 秒 受信 側 で 、" 〇 、" 〇 キー を 押す と 解除 され ます 。 
| 秒 受信 側 で 、 と TT、 キー を 押す と 解除 され ます 。 
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5-5h スキ ャ ン と プラ イオ リティ の 同時 動作 


(1) バン ドス キャ ン と 
VFOD プ ライ オリ ティ 
バン ドス キャ ン 中 の 操作 


VFD プ ライ オリ ティ 中 の 操作 


メモ リー スキ ャ ン と 
メモ リー プラ イオ リティ 
メモ リー スキ ャ ン 中 の 操作 


メモ リー プラ イオ リティ 中 
の 操作 


は 同時 動作 の 解除 


プラ イオ リティ の 解除 


スキ ャ ン の 解除 


プラ イオ リティ と 
スキ ャ ン 両 方 の 解除 
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WE NGOO/ ン ドジ スキャン こ 、 グ ライ イリ チ ィ の 同 
時 動作 が で きま す 。 


” 〇 キー を 押し ます 。 
プラ イオ リティ (VFO-… メ モリ ー) が 開始 し ます 。 


5 秒 受 信 の VF0 で 、 UP/DOWN キ ー を 押し て 、 リピ ー 
ト 開 始 3 秒 以内 に 手 を 離す こと 、 バ ンド スキ ャ ン が 開始 し ま 
す 。 


メモ リー モー ド で の メモ リー スズ スキャン こさ ブラ イオ リ テ ディ 
の 同時 動作 が で きま す 。 


"つつ キー を 押し ます 。 
プラ イオ リティ (メモ リーー ふ VFO) が 開始 し ます 。 


5 秒 受信 の メモ リー で 、[ ]? キー を 押し て 、 リピ ー ト 開 
始 9 秒 以内 に 手 を 離す と メモ リー スキ ャ ン が 開始 し ます 。 


5 秒 受信 側 で 、“” 〇 キー を 押す と プラ イオ リティ の み 解 
了 さ れ ま す 。 


5 秒 受信 側 で UP/DOWN キ ー を 押す と 、 ス キャ ン の み 解 
除 さ れ ま す 。 
や キー を 押す と 、 ス キャ ン の み 解 除 さ れ ま す 。 


5 秒 受信 側 で “ 〇 キー を 押す と 、 プ ライ オリ ティ と スキ 
ャ ン の 両方 が 解除 され ます 。 
| 秒 受信 側 で ご "キー を 押す と 、 プ ライ オリ ティ と スキ 
ャ ン の 両方 が 解除 され ます 。 


5-B デュ アル ワッ チ 機 能 の CALL 周 波数 と 、VFO 周 波数 また は 、 メ モリ ー 周 波 炎 


運用 万 法 
(]) デ ュ ア ル ワ ッ チ の 操作 方 法 
ゴコロ 
DALL モ ー ド 
MY トノ 
(イコ リリ 
VFD モ ー ド 
イコ 
DALL モ ー ド 
AM 
ソイ 440 
メモ リー モー ド 
デュ アル ワッ チ 動 作 中 の 操作 
送信 する 


周波 数 (VFO モ ー ド ) 


メモ リーNO. (メモ リー モー ド ) 


を 変更 する 
デュ アル ワッ チ 動 作 の 解除 


を 9 秒 の 交互 受信 に で きま す 。 


① ““ 〇 キー に よっ て 、 ソ ビリ ロリ モード か メモ リー モー ド に 
し ます 。 
待ち 受け の 周波 数 を 設定 し ます 。 

0 ま 二 選 あ まっ CAE まこ に し ます 。 
DALL 周 波数 の 設定 を し ます 。 

③ PP キー を 押し な が ら "” 〇 キー を 押し ます 。 
DALL 周 波数 3 秒 受信 
VFO 周 波数 (メモ リー 周波 数 ) 3 秒 受信 
この 動作 を 繰り 返し ます 。 

②③ "YO 〇 キー を 押す と 解除 され ます 。 
解除 は 、 つ ALL モ ー ド で も 、 ソ ビリ ロリ モード / メ モリ ー モ 
ー ド で も 可能 で す 。 


ご つつ キー を 押す こと で 送信 で きま す 。 
で や キー を 離し て 5 秒 後に 、 デ ュ ア ル ワ ッ チ を 再開 し ます 。 


ダイ ヤル | に より 、 変 更 可 能 で す 。 


” 〇 キー を 押す と 解除 され ます 。 
FUNC キー を 押し な が ら ” 〇 キー を 押し て も 解除 で き 


ます 。 
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5-/ オフ セッ ト 周 波数 
の 設定 


(]) オ フ セ ッ ト 周 波数 の 設定 モー ド 


内 に ロ 
4 た 


オフ セッ ト 周 波数 の 変更 の 仕方 


100kHz UP 


100kHz DOWN 


1MHz UP 


IMHz DOWN 


オフ セッ ト 周 波数 の 設定 モー ド 
か ら の 解除 


レビ ー タ 運用 時 (デュ ー プ レッ クス 運用 ) の 、 送 信 周 波数 
と 受信 周波 数 の 差 を オフ セ 5 ト 周 波数 と 呼び ます 。 


PNG キー を 押し な が ら コキ ー を 押し ます 。 
LOCD 表 示 部 に 、 オ フ セ ッ ト 周 波数 が 表示 され ます 。 
出荷 時 及び リセ ッ ト 後 
DJ- 166SX、D け J-160SX 600KHZz 
DJ-4626GX、 け DJ-460 ら XX oMHZ 
が 設定 され て いま す 。 


オフ セッ ト 周 波数 は 、 最 小 ス テッ プ |00KHZ で 変更 で きま 
す 。 
男 囲 は 、0--93.dMHZ で す 。 


① し 計 キ ー を 押し ます 。 
@⑥ | ダイ ヤル | を 右 へ | クリ ッ ク 回 し ます 。 


① ご うつ キ ー を 押し な が らし 」 委 キ ー を 押し ます 。 
⑧ | ダイ ヤル | を 左 へ 」 ク リッ ク 回 し ます 。 


①[ 守 キー を 押し ます 。 
@ と つう キー を 押し な が ら を 右 へ 1 クリ ッ ク 
回 し ます 。 


① RG キー を 押し な が らし]Ye キ ー を 押し ます 。 
⑧ PNG キー を 押し な が ら | ダイ ヤル | を 左 へ ] ク リッ ク 
回 し ます 。 


① ” 〇 キー を 押す と 、 解 除 さ れ ま す 。 
@⑤ PNG キー を 押し な が ら コキ ー を 押す と 解除 され 
ます 。 


注意 
オフ セッ ト 周 波数 は 、 ソ FD こ と メモ リーNO .0 一 14 が 共通 
に な っ て いま す の で 、 ソ F モ ー ド で オフ セッ ト 周 波数 を 
変更 する と 、 メ モリ ーN0D.0-14 の オフ セッ ト 周 波数 も 変 
わり ます 。 


5h-HB トー ン 周 波数 の 設定 38 波 の トー ン 周 波数 を 切り 換え る 事 が で きま す 。 


。 5 ① PMS キー を 押し な が ら 己 攻 キー を 押し ます 。 
「 注意 


以下 、 ど 5 キー は 離さ な いで 下さ い 。 
@⑧ を を - 革 キー を 押す と 、 ト ー ン 周波 数 が り ピ し ます 。 
③ 本 キー を 押す と 、 ト ー ン 周波 数 が か DOWN し ます 。 
②③④| ダイ ヤル | を 右 に 回 す と U、 左 に 回 す と DOWN し 
ます 。 
⑥⑤ ーー キー を 離す と 、 設 定 モ ー ド が 解除 され ます 。 


トー ン 周 波数 一 覧 表 (単位 :Hz) | 7 79 74.4 77.0 79.7 88.5 
85.4 88.5 91.5 94.8 87.4 100.0 
103.5 107.8 110.9 1148 HB8.8 183.0 
187.9 131.8 136.5 141.3 146.8 151.4 


邊 10688 IA9 96 MMN9 86.8 
EE 035 省 旧 / MI CCB./ idd6 
cr41.B Eo0.3 


n-9 シフ ト 方 向 の 切り 換え 受信 周波 数 に 対し て 送信 周波 数 を 、 オ フ セ ッ ト 周 波数 分 
だ け 十 また は 一 方 向 に シフ ト さ せる 機能 で す 。 


5 キー を 押し な が ら レー コ キー を 押す 毎 に シフ ト 方 
向 が 切り 換わり ます 。 


*d399 ' 


オフ バン ド に つい て 送信 時 に シフ ト さ せ た 場 合 、 周 波数 範囲 を 超え る こと が 
あり ます 。 その 時 は 、 し 〇 表示 部 に 「 aPf 」 と 表示 さ 
。 g/ た れ 、 送 信 さ れ ま せん 。 
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5-1U0 リバ ー ス 機能 
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レビ ー タ 運用 時 に 送信 周波 数 と 受信 周波 数 を 入れ 換え て 、 
相手 局 こ 載 接 交 信 ぐ ご きる か どう か の チェ ッ ク を する ここ と 
が で きま す 。 


5 キー を 押し な が ら 、 ヒー コ キー を 押し ます 。 送受 
還 還 和 DNPE の シフ ト 方 向 か 逆 に な り ま す 。 
注意 

バン ド エ ッ ジ を 越え る 場合 に は 、 リ バー ス に は な ら ず 、 
ブー 音 が 只 り ます 。 


レビ ピー タダ 運用 時 に 必要 な トー ン エ ンコ ー ダ を マニ ュ ア ル 
で ぐ で 設定 きま す 。 


① PS キー を 押し な が ら , コ "キー を 押す と 「ENC」 
表示 が 点灯 し ます 。 

ら 希 望 の トー ン 周 波数 を 設定 し ます 。 

③ ご つ キー を 押す と 、 ト ー ン を 付加 し て 送信 され ます 。 

@⑨ と キー を 押し な が ら に 3?! キ ー を 押す と 、「ENO」 
表示 が 消灯 し 、 ト ー ン エン コー ダ が 解除 され ます 。 

⑤ ト ー ン スケ ル チ ユ ニッ トビ EJ-6U (オプ ショ ン ) を 装 芽 
し た 時 に は 、 再 度 で つつ キー を 押し な が ら に コキ ー 
を 押す と 解除 で きま す 。 


5-]P トー ンス ケル チ 機 能 トー ンス ケル チ ユ ニッ ト EJ-B5U (オプ ショ ン ) を 装 薄 し 
た 時 の み 有 効 で す 。 
トー ンス ケル チ と は 、 自 局 と 相手 局 の トー ン 周 波数 が 一 
致し た 時 だ け 受 信 さ せる 機能 で す 。 


トー ンス ケル チ の 運用 ① PP キー を 押し な が ら 琶 0? キー を 押す と 、 下 記 の 
様 に トー ン 設 定 が 切り 換わり ます 。 


IENC 
Ne ジコ ロータ モー ド トマ シン スケ ル チ モ キー ド 


トー ンス ケル チ モ ー ド 「「SQ ENC」 の 設定 に し ま 
す 。 

@ 希 望 の トー ン 周 波数 を 設定 し ます 。 

③ 以 降 、 ト ー ン 周波 数 一 致 の 場合 だ け 受 信 し 、 送 信 時 に 
は 、 ト ー ン を 付加 し て 送信 する こと に な り ま す 。 


5-13 DSQ 機 能 の DSQ と は DTMF ス ケル チ の 事 で 、 ペー ジャ ー 機 能 / コ 
運用 方 法 I (基本 編 ) ーー ド スケ ル チ 機 能 の 総称 で す 。 


(1) ベ ペー ジャ ー 機 能 に つい て 


グル ー プ 呼び 出し ある 特定 の グル ー プ 全員 を 一 斉 に 呼び 出し た い 時 に 利用 
で きる 機能 で す 。 
同一 コー ド を や りこ り し ます 。 


グル ー プ 内 ブ プライ ベー ト ある 特定 の グル ー プ 内 の 1 人 を 呼び 出し た い 時 に 利用 で き 
呼び 出し る 機能 で す 。 


己 コ ー ド スケ ル チ 機 能 こ つい て 9 格 の コー ド を 送出 する ここ で 、 ト ー ン スケ ル チ と 同じ よ 
うな 運用 が で きま す 。 
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DSQ コ ー ド に つい て 


グル ー プ コー ド 3 桁 


目 司 コー ド ] 桁 


相手 局 コ ー ド 1 桁 


SQ ロコ ー ド の 設定 
例 


レレ ーー LULJ 
クル ー プ 自 局 相手 局 


以下 この コー ド で 
説明 し ます 。 


入力 コー ド の クリ アー 


入力 の キャ ン セ ル 


入力 の 完了 


ペー ジャ ー 機 能 時 の グル ー プ コー ド と コー ドス ケル チ 機 
能 時 の コー ド を 兼用 し て いま す 。 


自 局 の プラ イ ペニー ト に ド で す 。 


グル ー プ 内 プラ イベ ー ト 呼び 出し の 場合 に 、 呼 び 出し た 
い 相 手 局 コー ド を 入力 し ます 。 

ペー ジャ ー 機 能 で 、 受 信 し た 時 に 、 送 られ て きた 相手 局 
コー ド を 自動 的 に メモ リー し ます 。 


FUNC に ーー 
① こつ キー を 押し な が ら ヒー キー を 押し ます 。 


デシ マル ポイ ント で 区 切ら れ た 順に 、 
グル ー プ コー ド 9 析 


自 局 コー ド | 桁 
相手 局 コ ー ド | 桁 
が 表示 され ます 。 


コー ド は 、 グ ルー プ コ ー ド か ら 、 順 に 入力 し て いき ま 
紀 る 
入力 で きる コー ド は 、 以 下 と な っ て いま す 。 


L0」-[ 引 、 [Al]-[5]、[s」、 

| ※ | 入力 時 表示 「 月 」、| # | 入力 時 表示 「g」 
た だ し 、| # | に は 、 特 別 な 意味 が あり ます 。 
(『5- 1 拡張 編 』 を 参照 し て 下さ い 。) 


RS キー を 押し な が ら ビ コ c キー を 押し ます 。 
コー ド が 0 クリ アー され ます 。 


FUNC Pe 
再度 一 キー を 押し な が ら ヒー ユ キー を 押し ます 。 


- DSQ SET 


入力 が キャ ン セ ル さ れ 、 前 の コー ド が 残り ます 。 
〇 キー を 押す と 、 ピ ー 音 が 鳴り 入力 が 完了 し ます 。 


ら 5DSQ 設 定 の 仕方 


こつ キー を 押し な が ら ヒコ キー を を 押す と 下記 の 様 に 


設定 が 切り 換わり ます 。 


員 nSQ (HMD.S0 
3 | し ュ ロ ロ ココ ユリ ビー | 。 ココ ロ 
(ゴゴ ロロ ーー ピ 395 ココ ゴロ 


コー ドス ケル チ 


グル ー プ 呼び 出し グル ー プ 内 プラ イベ ー 由 
呼び 出し (ペー ジャ ー 


(ペラ ジテ ) 


8 | ペー ジャ ー 補 能 | 
グル ー プ 呼び 出し の 方 法 
(送信 ) 


| ペー ジャ ー 補 能 | 
グル ー プ 内 ブラ イベ ー ト 
呼び 出し の 方 法 
(送信 ) 


CGIPIIKIII 


PT エキ ーON 


トコ 
| 相手 局 コ ー ド 


注意 

グル ー プ 内 プラ イベ ー ト 呼び 出し 設定 に する と 、DSQ コ 
ー ド が 表示 され 、 相 手 局 コー ド | 杵 の み 入力 可能 と な り ま 
す 。 


” 〇 キー、 PT キー で 周波 数 表示 に 戻り ます 。 


① グ ルー プ コ ー ド 、 自 局 コ ー ド の 設定 を 行ない ます 。 
G と キー を 押し な が ら ヒコ キー を 押し て 、 し DD 表 
示 部 居合 と 「DBQ」 を 点灯 させ ます 。 
③ ご キー を 押し て 送信 する と 、 自 動 的 に 、DTMF 信 
が 送信 され ます 。 
送出 され る コー ド 形 式 は 、 以 下 の 様 に な り ま す 。 
] ピコ ※ イ ※※ 


wak 


グル ニア ョ ー ド 


① グ ルー プ コ ー ド 、 自 局 コ ー ド 、 相 手 局 コー ド の 設定 を 


行 が じ Y ま す 。 


@ と NG キー を 押し な が ら 区 コ キー を 押し て 、L ロ 表 


部 に 「「]」、「] 「DSQ」 を 点灯 させ ます 。 
③DSQ コ ー ド が 表示 され 、 相 手 局 コー ド の み 変 更 可能 
な り ま す 。 
② ご キー を 押し て 送信 する と 、 自 動 的 に 、DTMF 信 
号 が 送信 され ます 。 
送出 され る コー ド 形 式 は 、 以 下 の 様 に な り ま す 。 
紀 司 ※4 
8 


相手 局 コ ー ド 
グル ー プ コ ー ド 
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介 | ペー ジャ ー 機 能 | 受信 側 ① グ ルー プ コ ー ド 、 自 局 コ ー ド の 設定 を 行ない ます 。 
⑧ グ ルー プ 呼 び 出 し / グ ルー プ 内 プラ イベ ー ト 呼び 出し の 
いずれ か の 状態 に し て お きま す 。 


。 (グル ー プ 呼び 出し 〉 受信 し た DTMF 信 号 が 、 グ ルー プ コ ー ド と 一 致し た 場合 
“ 「| ロ | 」 が 点滅 し 、 ア ラー ム 間 が 鳴り 、 グ ルー プ 呼 び 出 
し で ある 事 を 知ら せま す 。 


受信 し た DTMF 信 号 が 、 グ ルー プ コ ー ド と 、 自 局 コー ド 
の 両方 と 一 致し た 場 

EE 「 ], が 誠 減 し 、 う アラ ー ム 音 が 鳴り 、 グ ルー 
プ 内 プラ イベ ー ト 呼び 出し で ある 事 を 知ら せま す 。 


交信 の 仕方 こう キー を 押し て 応答 し て 下さ い 。 
コー ド が 、 相 手 側 に 送ら れ ま す 。 
受信 中 は 、 ベー ジャ ー 機 能 の 設定 を は ず し て も 、 交 信 可 


能 で す 。 
アラ ー ム 音 と 表示 の 点滅 の ” 〇 キー を 押し て 下さ い 。 
解除 の 仕方 アラ ー ム 音 が 止ま り 、 点 滅 か ら 点 灯 に 変わ り ます 。 
相手 局 コ ー ド の 確認 こら キー を 押し な が ら 二 づ コ キー を 押す と 、 送信 し て 
さ た 相手 局 の コー ド が 右端 | 桁 に メモ リー ー さ れ て いる の を 
確認 で きま す 。 
“Err” 表示 混信 等 で 、 相 手 局 コー ド が 受信 され な か っ た 場合 に LOD 


表示 部 に “Err" の 表示 が 出 ます 。 
NN っ で 周波 数 表示 に 戻 り ます 。 


交信 は 可能 で す 。 
() | コー ドス ケル チ 機 能 | の ① グ ルー プ コ ー ド の 設定 を 行ない ます 。 
運用 方 法 G 5 キー を 押し な が ら ココ キー を 押し て 、 し ロロ 表 
DS 示 部 に 「DSQ」 を 点灯 させ ます 。 
V ラコ リロ 
リコ ゴコロ ロ 
(送信 ) T、 キ ー を 押し て 送信 する と 、 自 動 的 に グル ー プ コー 
ド 3 桁 が 送信 され ます 。 
(受信 ) 受信 し た DTMF 信 号 か 、 グ ルー プ コ ー ド 3 桁 と 一 致し た 


昌 合 、DSQ が 点滅 し 、 交 信 可 能 と な り ま す 。 


(DDSQ 機 能 と DTMF 
マニ ュ ア ル 出 力 


DS 機能 の 注意 事項 
受信 か と ぎれ た 時 
CT キー オン か ら コ ー ド 送信 
まで の 時 間 
コー ドス ケル チ コー ド 送 出 時 間 


ら QL ツ マミ の 調整 


けら (受信 待 時 の 注意 


DSQ 機 能 を 持た な い 当 社 D り -500G※ か ら D リ -)60G※ 
/460G メ を アク セス で きま す 。 

Na Me: 当 ーー ドス フル ヂ の デー タル 式 で 、 り TIME ド 
ー ン を 送信 し て 下さ い 。 

た だ し 、 数 字 を 押す 間隔 は 、1.5 秒 以内 こし て 下さ ざい 。 


コー ドス ケル チ / ペ ー ジ ャ ー に よっ て 受信 し た 場合 に は 、 
受信 が と ざれ て も ] .5 秒 間 は 交信 可能 で す 。 


約 450Ums で す 。 


約 dUUmS で す 。 


信号 を 受信 し て いな い 時 に 、 / ロ F の 表示 が 点灯 し な い 
よう | SQL | ツマ ミ の 調整 を し て 下さ い 。/ ロ F 点 灯 の 
まま で す と D ロ Q 機 能 が 正常 に 動作 し な く な り ま す 。 


DSQ コ ー ド 表示 中 又は DIAL NO. 表 示 中 に は 、DSQ 
動作 を し な い の で 、D8Q 受 信 待 時 は 、 必 ず 周 波数 表示 
に し て お いて 下さ ざい 。 
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5-14 DSQ 機 能 の 運用 方 法 II (拡張 編 ) 


(1]) プ ライ ベー ト 呼 び 出 し 機能 


DS ロロ コー ド に つい て 


目 司 コー ド 、 相 手 局 コー ド の 
設定 の 仕 万 


① 
ュ ゴ | グル ー プ コー ド 
に 】 (に コロ ロ 設定 
き AM 
2 月 肖 衣 BALx り -e 
ーDMA 
の MM 』 ビ た と! 相手 局 コ ー ド 
避 コ コード 
どー 4 ユ ! 設定 
ーDMA 
AM けけ ロ 7 | 自 局 コー ド 
。 7 ロコ 設定 
-pMA 
設定 時 の 注意 


ある 特定 の 人 を 呼び 出し た い 時 に 利用 で きる ペー ジャ ー 
機能 で す 。 
他社 機 と も 対応 し て いま す 。 


プラ イベ ー ト 呼び 出し 機能 を 動作 させ る 為 に は 、 自 局 コ 
ー ド 、 相 手 局 コー ド を 難 人 々 3 欄 まで 設定 させ る 必要 が あり 
ます 。 


DIAL _ NO. 設定 モー ド で 各々 3 欄 まで 設定 で きま す 。 
DIAL メ モリ ー の エリ ア こ 雪 用 に な っ て いま す 。 


① グ ルー プ コ ー ド 8 桁 を 設定 し ます 。(5-13 DSQ コ ー 
ド の 設定 ) 

G 生 キー を 押し な が ら 7* キー を 押し ます 。 
DIAL NO. 設 定 モ ー ド に な り ま す 。 


き に 7 まこ で DI|AL メ モリ ー8 を 表示 さ 
せま す 。 
IAL メ モリ ー? に は 以下 の 様 に メモ リー され て いま す 。 


ロロ ※※※ ロ ※※ 
相手 局 コ ー ド 自 局 コー ド 
エリ ア エリ ア 


⑨③ 自 局 コ ー ド 、 相 手 局 コー ド を 設定 し ます 。 
245D※ /8 ロ 日 
相手 司 コ ー ド 自 局 コ ー ド 


DIAL メ モリ ー 入 力 方法 は 『5-15 DIAL 機能 の 運用 方 
法 』 を 参照 し て 下さ い 。 


⑤ “” 〇 キー を 押し て 設定 完了 し て 下さ い 。 
周波 数 表示 に 戻り ます 。 


. L 〇 DD ロ 表 示 部 に 「| |」 や |」 が 点滅 / 点 灯 し て 
いる 間 は DIAL し メモ リー の 設定 は で きま せん の で 、 
必ず 邊 | P |」 を 消灯 し て 下さ い 。 


(受信 側 〉 


zi 
\ に 
SUN 


交信 の 仕方 


(送信 側 ) 


| 55 | 


h. DSGQ コ ー ド の 設定 時 (5-13 DSGQ コ ー ド の 設定 ) 
YO キー、 こ つつ キー を 押し て 入力 完了 する と 、 
自動 的 に 相手 司 / 自 局 コー ド の 下位 2 桁 に 「※」 が メ 
モリ ー さ れ ま す 。 

C. DSQ 設 定時 (5-19 選 DSQ 設 定 の 仕方 ) グ ルー プ 内 
プラ イベ ー ト を 選び "" 〇 キー、 つつ キー を 押し 
て 設定 完了 する と 、 自 動 的 に 相手 局 / 自 司 コ ー ド の 下 
位 g 桁 に 「X」 が メモ リー され ます 。 

PUNC キー を 押し な が ら 一 つ コ キー を 押す と 、 相 手 


DSO SET 


局 / 目 局 コ ー ド は 保持 され ます 。 


① 目 局 コ ー ド 3 杵 を 設定 し ます 。 
⑤ グ ルー プ 呼 び 出 し / グ ルー プ 内 プラ イベ ー ト 呼び 出し 、 
いずれ か の 状態 に し て お きま す 。 


受信 し た DTMF 信 号 が 、 自 局 コー ド と 一 致し た 場合 、「| |」 
が 点滅 し 、 ア ラー ム 音 が 鳴り 、 プ ライ ベー ト 呼 び 出し で 
ある 事 を 知ら せま す 。 


キー を 押し て 応答 し て 下さ い 。 

コー ド が 相手 側 に 送ら れ ま す 。 

受信 中 は 、 ペ ー ジ ャ ー 機 能 の 設定 を は ず し て も 交信 可能 
で す 。 

「 | 戸 | 」 が 点 減点 灯 し て いる 間 は 、 以 下 の コー ド 形 式 で 
送出 し ます 。 


5 ロ ※ ノ ロロ 
自 局 コー ド 
相手 局 コー ド 


① グ ルー プ コ ー ド 3 桁 i エ リア に 、 相 手 局 コー ド 3 桁 を 設 


定 し ます 。 
@ ぢ 自 局 コ ー ド 3 桁 を 設定 し ます 。 
⑨③⑨「| G | 」 と 「DSQ」 を 点灯 させ て 送信 し ます 。 
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ワイ ルド カー ド 機 能 


設定 の 仕方 


ドス クル チ 、 ペー ジャー の クル テーブ WO 貞 し に お いり 
て ワイ ルド カー ド 機 能 が 活用 で きま す 。 

すなわち 、 グル ー プ コー ド 番 号 の ご どれ か を 忘れ た り 、3 桁 
全て が わか ら な か っ た 場合 で も 、 こ れ を 使う と 受 信 し た 
当 呈 選 が グル ラー ンク ド O し UGCX モ りり され ます 。 


ワイ ルド カー ド を 、 グ ルー プ コ ー ド 3 桁 内 に 入力 し 
ます 。 受信 し た DTMF 信 号 と “g” の 位置 以外 の コー ド 
が 一 致す れ ば 、 交 信 可 能 と な り ま す 。 

““” の 位置 に は 、 受 信 コ ー ド が メモ リー され ます 。 
ワイ ルド カー ド は 、3 桁 全て に も 設定 可能 で す 。 


① グ ルー プ コ ー ド を “|#5" と 入力 し ます 。 
ペー ジャ ー 状 態 に し ます 。 
⑧ 受 信 し た DTMF 信 号 が 、 
I05 一 195、1A5 一 ID5、Ix5、1#5 
の いずれ で あっ て も 交信 可能 と な り ま す 。 
ここ で は 、“"165” を 受信 し た と し ます 。 
②| G | が 点 減 し 、 ア ラー ム 音 が 噂 り 、 グ ルー プ 呼 び 出し 
で ある 事 を 知ら せま す 。 


⑤ 避 6Q ヨ ー ド 設 宙 所 だ に よる と 、165' が か メ 生 りさ 
れ て いる の が わか り ま す 。 
⑥ 以 後 、 相 手 局 と の 交信 が で きま す 。 


5-15 DIAL 機 能 の 運用 万 法 


(1JDIAL ND. の 設定 DIAL メ モリ ー|、2 に 最大 16 桁 コード を 入力 する こと 
が で きま す 。 
時 ① RS キー を 押し な が ら 世 - て * キ ー を 押し て 下さ い 。 
JAC DIAL NO. 設 定 モー ド に な り 、 "DIAL」 が 点滅 し ま 
8 
DIAL メ モリ ーNO. 変 更 @「M」 の 下 の 数 字 は DIAL メ モリ ーN ロ . を 表わし ます 。 
[コキ ー を 押す と 、 メ モリ ーNO. が UP し ます 。 
FUNC キー を 押し な が ら し]? キー を 押す と DOWN し 
-DMAL ます 。 
| ダイ ヤル | を 右 に 回 す と U し 、 左 に 回 す と DOWN 
し ます 。 
DIAL メ モリ ー は 、] と 8 で す 。 
コー ド の 入力 ⑨③DIAL NO. は 、 先 頭 か ら 順に 入力 し ます 。 


L0」-191/1A]-[D]/L※」/[# 
の いずれ も 入力 で きま す 。 
の ② コ ー ド は 、 16 杵 まで 入力 で き 、 それ 以上 は 入り ませ ん 。 


コー ド の 修正 ⑤ 修 正 し た い コ ー ド の | つ 前 の コー ド を 右端 に 持っ て きま す 。 
| 避 褐 [ 施 キー は 、DIAL NO. を 1 つ 右 シ フト で きま す 。 
基 し 」z. キー は 、DIAL NO. を 1 つ を シフ ト で きま す 。 
人 ⑥ 正 し い コ ー ド を 入力 し ます 。 
パフ コー ば ーー ルコ コル 3 コー 
' (た ユ ( (に ゴイ これ で 、 修 正 は 完了 で す 。 
ーDAL -DAI 
コー ド 入 力 クリ アー ⑦ ここ つう キー を 押し な が ら ビー ココ キー を 押す と 、 入 力 し 
て いた コー ド が 、 オ ー ル クリ アー され ます 。 
コー ド 入 力 完 ⑧ “ 〇 キー を 押す と 、 ピ ー 音 が 鳴り 入力 完了 で す 。 
⑧1] 桁 以上 入力 され て いる と 、「 ロ IAL」 が 点灯 し ます 。 
周波 数 表示 に 戻り ます 。 
⑩ 何 も 入力 され て いな いと 、「 ロ |AL」 は 消灯 し ます 。 
周波 数 表示 に 戻り ます 。 
コー ド 入 力 キ ャ ン セ ル DIAL NO. が 表示 され て いる 状態 で 、 過 NG キー を 押 


し な が ら 革 -d" キー を 押し ます 。 

周波 数 表示 に 戻り 、 1 桁 以 上 入力 され て いる と 、「 DIAL」 
が 消灯 し ます 。 何 も 入 力 さ れ て いな い 時 は 、「 DIAL」 が 
点灯 し ます 。 
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(DTMF 信号 モニ ター 機能 


「DIAL」 の 点 灯 


「DSQ」 の 上 灯 


QDIAL NOD. の 表示 


DIAL メ モリ ー ト NO. 変 更 


コー ド の 右 シ フト 
コー ド の 左 シ フト 


コー ド 表 示 か ら の 解除 


DIAL メモ リー3 に 、 受信 し た けり TMF 信 号 を 自動 的 に メ 
モリ ー す る 機能 で す 。 

「DSQQ」 か 「DIAL」 を 点灯 させ る と 、 モ ニタ ー を 開始 
し ます 。 


DIAL NOU. を 入力 設定 する こ 点 灯 し ます 。 
前 述 の 作 肛 IAL NO. の 設定 」 を 参照 し て 下さ い 。 


PS キー を 押し な が ら 区 コ キー を 押し て 、「DS ロ , 
を 点灯 させ ます 。 

注意 

この 場合 、 品 SQ 機 能 も 同時 に 動作 し ます 。 

DIAL NO.、DS ロ コード 表示 中 は モニ ター 動作 を 行 な 
わな い の で 、 必 ず 周 波数 表示 で モニ ター し て 下さ い 。 


AL メモ リー |、 5 を 表示 ずる こと が で きま す 。 と こと 
で は 、 コ ー ド の 入力 、 修 正 は で きま せん 。 


Lt キー を 押し ます 。 
DIAL NO. 表 示 モ ー ド に な り 「DIAL」 が 点灯 し ます 。 


① JJ キー で 、 メ モリ ー NO が り UP し ます 。 

⑥ PRS キー を 押し な が らし 」 キー を 押す と 、 メ モリ 
ーND. か が か DOWN し ます 。 

③| ダイ ヤル | を 右 に 回 す と り P し 、 左 に 回 す と DOWN 
し ます 。 


「 コ % キー を 押す と 、1 つ 右 シ フト で きま す 。 
[4。 キ ー を 押す と 、| つ 左 シ フト で きま す 。 


再度 、 玉 。 キー を 押す と 解除 ぐれ 、 周 波数 表示 に 戻り 
ます 。 “ 〇 キー、 ご キー で も 解除 で きま す 。 
注意 

解除 され る と 、 そ の 口 | ヘ AL し メモ リー に ] 桁 以上 メモ リー さ 
れ て いる と 、「 品 |AL」 が 点灯 し 、 伺 も メモ リー され て い 
な いと 消灯 し ます 。 


4 オート ダ イア ラー 機能 


操作 方 法 


DSQ 機 能 設定 中 


6)「DIAL」 点灯 / 消 灯 切 り 換え 


「DIAL」 点灯 一 消灯 


「DIAL」 消 灯 一 点灯 


DIAL メ モリ ー]、 5、 3 の いずれ で も DIAL NO. を 送信 
する こと が で きま す 。 


こつ キー で 送信 中 に どど キー を 押し ます 。 指 定 さ れ 
た メモ リー の DIAL NO. が 送信 され ます 。 コ ー ド の 間 
隔 は 、 約 100mS で す 。 


DSQ 機 能 の 設定 中 は 、 ま ず DGQQ コ ー ド が 送信 され 、 続 
いて DIAL NO. が 送信 され ます 。 

DSQ コ ー ド 送信 終了 か ら オ ー ト ダイ アラ ー 送 信 開 始ま で 
は 、 約 25UmS で す 。 


消費 電流 を 少な くす る 為 に 、「D|AL」 を 消灯 し 、 モニ タ 
ー 機 能 を 停止 する こと が か で きま す 。 

①「DIAL」 表 示 が 点灯 され て いる こと を 確認 し ます 。 

G と P キー を 押し な が ら 慰 - で キー を 押し て 、D ロ IAL 
NO . の 設定 モー ド に し ます 。 

③ 再 度 、 こ つつ キー を 押し な が ら に "キー を 押し ます 。 
周波 数 表示 に 戻り 、「DIAL」 は 消灯 され て いま す 。 


D|AL メ モリ ー に 何 も 入力 さ れ て いな い 場 合 は 、' DIAL」 
は 消灯 し て いま す 。 

この 時 、 モ ニタ ー 機 能 を 動作 する に は 、 上 記 ②、③ と 同 
様 の 操作 で 、「 DIAL」 を 点灯 し ます 。 
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5-15 周波 数 ロッ ク 機 能 


5-|/ P「T キ ー の ロッ ク 
機能 


7 が 7 


ソコ ュ 
リサ ゴ コル ( 


5-18 ビー プ ブ 音 DON/OFF 
機能 


5-19 ラン プ 機 能 


5 秒 点灯 


常時 点灯 
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① ご 5 キー を 押し な が ら に = ゴ 5 キー を 1 回 押し ます 。 
LOD 表 示 部 に 「| KL | 」 が 点灯 し 、 キー ロ ッ ク 状 態 
選 な りり ます 。 
| ダイ ヤル に で TO 、 YO は 受け 付け 可能 

アラ ー ム 音 を キー で 止め る 事 が で きま す 。 

昌義 ここ う キー を 押し な が ら に て" キー を 1 回 押し ま 
あ 。 
LO 表示 部 に 「| FL | 」 が 点灯 し 、 周波 数 ロッ ク 状 
態 に な り ま す 。 
こつ の 、 OO は 受け 付け 可能 で す 。 
アラ ー ム 音 を ヒコ キー で 止め る 事 が で きま す 。 

③ も う | 度 、 で ご つつ キー を 押し な が ら に で" キー を | 回 押 
す と 、 ロ ッ ク 状 態 か ら 解 除 さ れ ま す 。 


こつ キー を 押し な が ら 5 コマ キー を | 回 押す と 、LCD 
に 「PTT. し 」 が 点灯 し ます 。 PT キー を 押し て 
も 送信 し な く な り ま す 。 同 操作 で 、 ロ ッ ク を 解除 で きま 
す 。 


ちち キー を 押し な が ら ニコ キー を 押し ます 。 


BEEP 


ピー ン 衣 の GNU OFF を 設 宮 でき まず 。 


^ 〇 キー を 押す と 、 ラ ンプ が 点灯 し ます 。 
無 探 作 が 5 秒間 続く と 消灯 し ます 。 

点灯 中 、 ” 〇 キー を 押す と 消灯 で きま す 。 
PNG キー を 押し な が ら 〇 キー を 押す と ラン プ が 点 
灯 し ます 。 点灯 中 、 ” 〇 キー を 押す と 、 消灯 で きま す 。 


nu-cH オー トバ ッ テ リ ー 
セー ブ プ 機 能 


オー トバ ッ テ リ ー セ ー ブ づ 動 作 


u-c| オー ト パ ワ ー オ フ 


機能 


オー トバ ワー オフ 動作 


lpN 
3 し | 


オー トバ ワー オフ の 解除 


不要 な 電池 の 消耗 を 防ぐ た め の 機 能 で す 。 
受信 待ち 受け 時 間 約 3UUmS 
バッ テリ ー セ ー ブ プ 時 間 約 /UDmS 


NE キー を 押し な が ら 〇 キー を 押し ます 。 
LOD 表 示 部 に 「BG」 が 点灯 し 、 オー トバ ッ テ リ ー セ ー 
ブ 機 能 が 動作 し ます 。 

同 提 作 で 、「BS」 が 消灯 し 、 オ ー ト バッ テリ ー セ ー ブ 動 
作 を 解除 し ます 。 


無 操作 、 無 信号 が 5 秒 続く と 、 オート バッ テリ ー セ ー ブ づ 動 
作 が 開始 し 、 周 波数 表示 に 戻り ます 。 

だ だ IAL NG 1 ドド 、 オ ラ セ ッ トド ト 周波 数 
設定 モー ド 時 は 、10 秒 後に 開始 し ます 。 

. 注 意 . 

スキ ヤン 、 ツラ イオ リティ 、 チュ アル ワッ チ 申 、 カ オー トド 
バッ テリ ー セ ー ブ プ 機 能 は 働き を ませ ん 。 


電源 スイ ッ チ の 切り 忘れ に よる 電池 の 消耗 を 防ぐ 機能 で 
す 。 


PUNC キー を 押し な が ら 「ー コ キー を 押し ます 。 

LO 表示 部 に 「APO」 が 点灯 し 、 オー ト パ ワ ー オ フ 機 
能 が 設定 され ます 。 

同 近作 で 、「APD」 が 消灯 し 、 設 定 解除 で きま す 。 


無 探 作 、 無 信号 が 約 3 分 続く と 、 メ ロディ ー が 只 り 、LCD 
表示 部 に "APO」 の み 点 灯 し 、 オ ー ト パワ ー オ フ 状 態 に 
な り ま す 。 


① と 沿 キー を 押す と 、 解 除 で きま す 。 
⑧⑤ い っ た ん 電源 を 切り 、 再 度 電源 を 入れ る と 解除 で きま 
に 
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5-PP スケ ル チ オ ノ フ 機 能 


5-md ダイ ヤル 


チェ ンジ 機能 


VFD モ ー ド 


M 点 滅 モ ー ド 


DIAL NO. 設 定 モ ー ド 、 


表示 モー ド 


-r4 


リセ ッ ト 操 作 


DJ-46EGX、 ロ J-460 ら ※X 
連 


DJ-166SX、 け DJ-)60G※X 


うす ゴリ 7 が 7 
ココ ロロ 


SQL_OFF 


〇 キー を 押し て いる 間 だ け 、SQL ツ マミ の 位置 に 関 
係 な く ス ケル チ 動作 が 解除 され 、 ス ピー カー より 音 が 聞 
こえ ます 。 


V/M 


ここ うき キー を 押し な が ら 〇 キー を 押す と 、 ダ イヤ ル 
の 状態 を 切り 換え る こと が で きま す 。 
以下 、 モ ー ド 別 の 切り 換え を 示し ます 。 


周波 数 変化 - ラ メモ リーNO. 変 化 
メモ リーNO. 変 化 - っ 周波 数 変化 


DIAL メ モリ ーNO . 変 化 -DIAL NOD. の 左右 シフ ト 


FUNC キー を 押し な が ら 電 源 を 入れ る と 、 本 機 は リセ ッ 
ト さ れ ま す 。 
リセ ッ ト を 行う と 、 下 記 の 様 に な り ま す 。 


| [ppugexlpreelums 


VFOU 周 波数 | |45.00UMHz 433.0UMHZ 


LDS) 設 定 な し な し 


で に 財 宏 数 | 45.00MHz | 433.00MHz 


O 故障 と お 考え に な る 前 に 


れ な ご を 確認 する 。 

D . 極性 を 確認 し て 電池 を 入れ な お 
す 。 

C. 乾電池 は 新しい 電池 と 交換 する 

NICd 電 池 は 充電 を 行う 。 

. DL ツマ ミ を 適当 な 音量 に セッ 


接触 不良 
D . 電池 の 十 、 一 の 極性 

が 逆 に な っ て いる 。 
C . 電池 の 消耗 


電源 スイ ツチ を 入れ て も 
ディ スプ レイ は 何 も 表示 
し な い 。 


. VOUL ツ マミ を 反 時 計 


方 向 に 絞り すぎ て い ト す る 。 
上 DE 8BQL ツ マミ を 反 時 計 方 向 に 回 す 。 
2 上 C. トー ンス ケル チ 動 作 を 解除 する 。 
OO 拉 d. DBQ 動 作 (ペー ジャ ー、 コ ー ド 
に スケ ル チ ) を 解除 する 。 


らら. PT「 キ ー が 押さ れ て | g. PT「 キ ー を は な す 。 


送信 状態 に な っ て い 


る < 
ご)L ツマ ミ を 雑音 の 消え る 位置 に セ 


ス ジ し な し ) スケ ル チ が 、 \ る 。 
メモ リー の 内 容 が 消え る | リチウム 電池 の 寿命 リチウム 電池 の 交換 
ョ . M 点 灯 、 点 灯 で あ | . 点滅 モー ド に する 。 
る 5。 


D. K.L/F .L 機 能 が 働 | D. K.L/F. し 機能 を 解除 する 。 
いて いる 。 


周波 数 が 変え られ な い 


交換 また は 充電 する 。 
(電池 が 消耗 し た 時 、 自 動 的 に 電源 が 
DFF に な る 。) 


. 交換 また は 充電 する 。 
D. PT「T「.L 機 能 を 解除 する 。 


送信 中 に 、 表 示 が 点滅 し 
た り 、 表 示 が 全て 消え た 
りす る 。 


電池 の 消耗 


. 電池 の 消耗 
D. PT「T「.L 機 能 が 働い 
で の 。 


送信 し な い 。 
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/ 保守 


7 アラ フタ シザー ピス 


(保証書 
保証 期間 
(保証 期間 経過 後 の 修理 


7-C リチウム 電池 の 交換 


保証 書 は 必ず 所 定 事項 (ご 購入 店 名 、 ご 購入 日 ) の 記入 
お よび 、 記 載 内 容 を お 確か め の 上 、 大 切 に 保存 し て 下さ 
い 。 


お 買い 上 げ の 日 より ] 年 間 で す 。 

正常 な ご 使用 状態 で この 期間 内 に 万 一 故障 が 生じ た 場合 
は 、 お 手数 で す が 、 製 品 に 保証 書 を 添え て 、 お 買い 上 げ 
の 販売 店 また は 当社 サー ビス 窓口 に ご 相談 下さ い 。 保証 
書 の 規定 に 従っ て 修理 いた し ます 。 


お 買い 上 げ の 販売 店 また は 、 当 社 サ ービス 窓口 に ご 相談 
下さ い 。 修理 に よっ て 機能 が 維持 で きる 場合 に は 、 お 客 
様 の ご 要望 に より 有料 で 修理 いた し ます 。 

アフ ター サー ビス に つい て 、 ご 不明 な 点 は 、 お 買い 上 げ 
の 販売 店 また は 、 当 社 サ ービス 窓口 に ご 相談 下さ い 。 


XY クコ ン ピ ビョーク は 、 り リ チ ウ 人 人 圭 池 で パッ クア ッッ 
され て いま す 。 

し た が っ て 電源 スイ ッ チ を 切っ て も 、 メ モリ ー は 保持 さ 
れ ま す 。 

リウ チム 電池 の 寿 茹 は 約 5 年 で す 。 

バッ クア ッ プ され な く な っ た 場合 は 、 リ ウチ ム 電 池 の 寿 
病 で す の で 、 電 池 交 換 が 必要 で す 。 

電池 の 交換 は 、 お 買い 求め いた だ いた 販売 店 、 ま た は 当 
社 サ ービス 窓口 に ご 相談 下さ い 。 


本 機 に より 、 アマチュア 無線 局 の 申請 を する 場合 は 、 市 販 の 申請 用 紙 に 下記 の 事項 を まち が い 
な く 記 載 の 上 、 申 請 し て 下さ い 。 


(無線 局 免許 申請 書 ) (アマ チュ ア 局 免許 申請 の 保証 願 ) 
ーー 坦 Ws イェ ューーー 
保証 認定 料 


21 希望 する 周波 数 の 範囲 , 空中 線 電力 , 電波 の 型式 
登録 機種 の 合 録 
番号 も し く は 名 称 


EEE 症 - 表 表 E^ 
陸上 


円 


HB 
HH[ 画 
| 凌 
El 


EE 

C の 

蔽 | 吾 
葉 
映 
団 


ME 
S 
二 い 
滞 


記入 較 所 


肖 | 廿 


HH 
隙 | 許 | 江 
se 

時 

町 
ME 

. | は 

> 
MI 
寺 | 員 は 


使用 する 空中 線 の 型式 を 記入 し て 下さ い 。 


けり - 16 と CSX DJ- 160GX けり -46 と ご X けり -460 ご ※ 


和音 


区 
で 


45 


46 


O JAHL 制 定 ア マチ ュ ア バン ド 使 用 区 分 


呼出 周波 数 (非常 通信 周波 列 ) 


( 注 |) 144.10-144. 本 MHZ の 周波 数 帯 は 、 主 に 遠 距 離 通 信 に 使用 する 。 

( 注 ?) デー タ 及 び 画 像 通信 の 区 分 は 、 144.60- |44.75MHZ の 周波 数 帯 の も の に つい て は FM 送信 機 、 そ 
の 他 の 周波 迷 守 の も の に つい て は らら 日 送信 検 を 使用 する 。 

( 注 3) 144.-145.60MHZ の 周波 吾 堪 の FM 電波 の 占有 周波 数 帯 旧 は 、16KHz 以 下 こ する 。 


CDW. デ ー タ 画像 


434.00 435. 叩 43B. 有 0 4390O 440.00 


9U .90 439.」0 433.0O 


呼出 届 波 致 (非常 通信 周波 政 ) 


( 注 |) デー タ 及 び ひび 画像 通信 の 区 分 は 、 431 .00-431.50MHZ の 周波 数 辻 の も の に つい て は FM 送信 機 、 そ 
の 他 の 周波 数 辻 の も の に つい て は 送信 機 を 使用 する 。 

( 注 @) 431.50 一 434.00MHZ の 周波 数 号 の FM 電波 の 占有 周波 数 吉 蛋 は 、1BKHZ 以 下 こ する 。 

( 注 す 9) レビ ー タ の 入出 力 賠 小数 は 、 別 に 定め る 。 

( 注 4) 435.00 一 438.00MHzZ の 周波 数 帯 は 、1381 年 1@ 月 3 日 まで は 、A TV 通信 に 使用 する こと が で き 
る 。 


10 オプ ブ プション 


wE 日 P-IIN(7 2V 7 因 mAHI ニッ カド に バッテリー バッ ク ) …… 5.900 円 _eEME-6( プ チ 弄 イヤ ホン ) ーー ドド CO 1 .E00 円 
e EBP-I2N(I2V 700mAFI ニッ カド バッ テリ ー バ ッ ク )……… BOO 円 eEME-4( イ ヤ ホ ンマ イク ) io mmmnrninnrneeerr - 3.5IM 幅 
eEDO-14(AD バ ッ テ リ ー チ ャ ー ジ ャ ー EBP-|0N 用 ) …- !.500 円 _eEM-2( プ チ 型 スピ ビー カマ イク ) -……ー ーー 4.8DW 円 
き ビ ロビ -15(AC バ パー テリ ーー チャー ジャ ー ビビ ロ -1ZN 用 ) - …- 1 名 過 @ FME- IICVO ロ X/ ピ ロイ T イ 切 交 付 ヘソ ド セ ッ ト ) の - 5.30H 幅 
@ED-I6( ノ イズ フィ ルター 付 レ ガラ イタ ー ケ ー ブ フル )… 8.000 円  eESO-i0( ソ フト ケー ス 棚 洪 サ イズ 、 ビ B ロ -]0N 用 ) …- 1.5D0 円 
e EDO-25 (アク ティ ブ ノ イ ズ フ ィ ル ター 付 シ ガラ イタ ー ケ ター ブル )…- 2.0OO 円 -@EJ-6U( ト ー フ ンス ケル チュ ユ ニット) ーー ーー ーー 5.90 幅 
@e ED ロビ -13( シ ガラ イタ ー ケ ー ブ ル ) … ーーー ーー 900 幅 (価格 は すべ て 税別 ) 
@ ビ ロー- 1( ベ ルト クリ ッ プ ) AA ネー 』。 る あし で 昌 あみ が ed た eri nh 円 
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DJ-16PGX DJ-1505X 


画 一 般 仕 様 
@ 周波 数 革 囲 
144 .000 一 145.995MH2Z 
@ 定格 電圧 : 9V 
@ 電波 形式 上 3 
9 イク 人 人 用 イノ ピー タン ん !EK6) 
の スピ ビー カー イシ ピー タン スス 5 0() 
@ 外形 寸法 : (突起 物 含ま ず ) 
I3C(H) x57(W) x38(D) 
@ 重 量 : 350 互 ( 単 3x6 本 使用 時 ) 
画 送 信 部 
@ 送信 出力 : 5W(EBP-18N) 
5W(DO JIN 13.8V) 
JW (定格 9V) 
@ 調 方 式 リア クタ ンス 変調 
@ 最大 周波 数 偏 移 : 土 5KHZ 
@ ス プリ アス 発射 強度 : 一 60d 日 以下 
画 受 信 部 
@ 受信 感 度 (IPHB SINAD) : 
ー15dBz 
@ 受信 方 式 : 
ダブ ルス ーー パー ヘテロダイン 方 式 
@ 中 間 周 波数 : |St |F 55.05MHZ 
gd IF 455kHZ 


DJ-4BEGX DJ-460SX 


革 一 般 仕 様 

@ 周波 数 範囲 : 
430.0UU 一 439 .995MHZ 

@ 定格 電圧 : C9V 

@ 電波 形式 : 上 3 

@ マイ ク 入 力 イ ン ピ ー ダ ンス : @kO 

@ ス ピー カー イン ピー ダン ス : 8 

@ 外形 寸法 : (突起 物 含 まず ) 
138(H) x57(W) x 32(D)m 

@ 重量 : 35U 巨 ( 単 93X5 本 使用 時 ) 


画 送 信 部 
@ 送信 出力 : 5W(EBP-18N) 
5W(DC IN 13.8V) 
c.pW (定格 8V) 
@ 変調 方 式 リア クタ ンス 変調 
e 最大 周波 数 偏 移 : 二 SKHZ 
@ ス プリ アス 発射 強度 : 一 60dB 以 下 
画 受 信 部 
@ 受信 感度 (10HB GINAD) : 
ー15dBx 
@ 受信 万 式 : 
ダブ ルス ー パ ー ヘ テロ ダイ ン 方 式 
@ 中 間 周 波数 : St IF 55.05MHz 
8.IF 455KHZ 
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J つ し イ リー 電子 株 式 会 社 


本 社 ・ 大 阪 支店 : 〒540 大 阪 市 中 央 区 城 見 Z 丁 目 1 番 B1 号 ツイ ン Z1MI ロ ビル Z3 暗 写 OB-945-B40( 代 表 ) 

耳 京 支 店 〒| 更 世 京 部下 旧 区 時 也 袋 3 丁 自 | 箇 !) 号 サン シャ イン 軌 ・Z8 則 宮 3 -82-931( 代 表 ) 

想 滞 雷 所 .〒0EC 起 禁 市 中 呈 康 北 一 村西 6 丁 陣 | 朝 孔 由 因 計 台 ビル 4 嘆 可 四 )-231- ガ 18( 代 青 ) 
一 生音 タ 


他 双 時 覧 所 〒 認 人 負 苦 市 - 下 困 4 丁 目印 | 号 山 馬 鐘 一 生 下 タワ ー ビ ル ID 釣人 PO-CI-BPH( 代 家 ) 
名 志麻 営 充 所 〒4 名声 層 市 中 記 末 丁目 | 番号 日 土地 名 声 必 ビル 1E 紙 如 GhZ-g16-0541( 代 系) 
広 師 提 利 所 〒73 応 量 市 中 層 本 有川 印 2 丁 目 B 番 日時 第 7 ウエ ノ ヤ ビル 3 際 で OB2-E33-HB30( 代 冥 ) 
福 基 党 時 所 〒BE 掲 障 市 崩 多 区 了 本 多 駅 雇 1 丁 目 3 番号 吉 3 人 過多 拉 成 ビ ピル 10 北 宇 09Z-4 妹 -BH34( 代 表 ) 
サー ビス 役 和 護 〒]7U 果 応 部 因 員 人 層 系 池 佑 3 丁目 | 喉 | 号 サン シャ イン 鉛 ・ 刀 路 召 03 -5B3-9361( 代 夫 ) 
BE 坦 〒5B 大 且 拘 則 細 市 三代 | ゴゴ 目 ) 稚 | 号 窟 07EG- ガ -034 バ 代 素 ) 


PS0114A 
F0989N2070-2000 @, 


